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新
修
總
持
寺
史
（
二
）

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
顧
問　
　

納
冨
　
常
天

　
　
　

第
二
章　

總
持
寺
二
祖
峨
山
禅
師

　
　
　
　
　
（
１
）
著
書
・
伝
記
資
料

　
　
　
　
　

著
書　

二
点

　
　

峨
山
和
尚
山
雲
海
月　

貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
撰

　
　

峨
山
和
尚
法
語

　
　
　
　
　

伝
記
資
料　

九
点

　
　
　
　

宗
内
で
成
立
し
た
伝
記　

六
点

　
　

諸
嶽
二
代
峨
山
和
尚
行
実
（『
諸
嶽
開
山
二
祖
禅
師
行
録
』
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉
刊　

通
幻
寂
霊
撰
）

　
　

總
持
寺
峨
山
碩
禅
師
（『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』
巻
之
上　

元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
湛
元
自
澄
撰
）

　
　

洞
谷
第
四
祖
大
雄
庵
開
基
總
持
寺
二
世
峨
山
和
尚
伝
（『
洞
谷
五
祖
行
実
』
宝
永
五
年
〈
一
七
〇
八
〉
雪
渓
安
宅
書
写
）

　
　

能
州
諸
嶽
山
總
持
寺
峨
山
韶
碩
禅
師
（『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』
第
二
巻　

享
保
一
二
年
〈
一
七
二
七
〉
嶺
南
秀
恕
編
）

　
　

總
持
第
二
世
峨
山
和
尚
行
状
（『
続
群
書
類
従
』
二
三
五
）

　
　

總
持
二
代
和
尚
抄
剳
（『
続
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
・
講
式
）
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宗
外
で
成
立
し
た
伝
記　

三
点

　
　

峨
山
碩
禅
師
伝
（『
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
五　

延
宝
三
年
〈
一
六
七
五
〉
高
泉
性
潡
編
）

　
　

能
州
總
持
二
世
峨
山
韶
碩
禅
師
（『
延
宝
伝
燈
録
』
巻
七　

延
宝
六
年
〈
一
六
七
八
〉
卍
元
師
蛮
編
）

　
　

能
州
總
持
寺
沙
門
韶
碩
伝
（『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
三
一　

元
禄
一
五
年
〈
一
七
〇
二
〉
卍
元
師
蛮
編
）

　
　
　
　
　

峨
山
禅
師
に
関
す
る
主
な
参
考
文
献

　
　

峨
山
禅
師
行
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
道
海
・
山
田
霊
林

　
　

總
持
二
祖
峨
山
韶
碩
禅
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
柏
堂

　
　

曹
洞
第
三
の
祖
師
峨
山
韶
碩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
橋
法
龍

　
　
總
持

二
祖
峨
山
禅
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

佐
藤
悦
成

　
　

峨
山
禅
師
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　

和
雄

　
　
　
　
　
（
２
）
生
誕
・
幼
少
時
代

　

前
に
掲
げ
た
著
書
・
伝
記
資
料
や
、
總
持
寺
宝
物
殿
（
現
宝
蔵
館
）
の
資
料
な
ど
か
ら
、
峨
山
禅
師
の
事
績
を
年
代
順
に
と
り
あ
げ
、

こ
れ
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
で
き
る
だ
け
関
連
す
る
も
の
に
言
及
し
、
行
実
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

諸
伝
記
に
よ
る
と
、
峨
山
禅
師
の
父
は
源
氏
、
母
は
藤
原
（
冷
泉
）
家
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
母
が
文
殊
菩
薩
に
聡
明
な
る
男
子
を
授

か
る
よ
う
祈
念
し
た
。
あ
る
夜
利
釼
を
呑
む
霊
夢
を
見
て
懐
妊
し
た
。
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
能
登
国
羽
喰
郡
瓜
生
田
（
石
川
県
河
北

郡
津
幡
町
瓜
生
）
で
誕
生
し
た
。
文
殊
菩
薩
の
申
し
子
と
し
て
生
ま
れ
た
禅
師
は
、
風
貌
清
奇
で
気
宇
超
邁
で
あ
っ
た
。
父
母
は
鐘
愛
し

た
が
、
幼
よ
り
俗
に
混
わ
る
こ
と
は
好
ま
な
か
っ
た
。



新修總持寺史（二）

― 55 ―

　
　
　
　
　
（
３
）
出
家
と
比
叡
山
修
学

　

時
代
は
蒙
古
軍
の
襲
来
な
ど
が
あ
り
、
世
情
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
諸
伝
記
は
十
六
歳
に
な
っ
て
、
父
母
に
出
家
を
願
い
出
た
ら
許
さ

れ
た
の
で
、
比
叡
山
に
登
っ
た
と
あ
る
が
、『
總
持
二
世
峨
山
和
尚
行
状
』
に
よ
る
と
、
十
一
歳
で
郡
内
の
教
院
に
出
家
し
（
１
） 

、
正
応
四
年

（
一
二
九
一
）、
当
時
仏
教
の
総
合
大
学
と
さ
れ
た
比
叡
山
に
登
り
、
菩
薩
戒
を
う
け
、
ま
た
講
師
円
宗
に
つ
い
て
止
観
を
中
心
に
、
ひ
ろ

く
顕
密
に
わ
た
り
習
学
し
て
い
る
。
円
宗
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
行
学
兼
備
の
学
匠
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し

禅
師
は
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
冬
に
叡
山
を
離
れ
、
加
賀
大
乗
寺
（
一
説
に
京
都
）
で
正
伝
の
仏
法
を
宣
揚
し
て
い
た
瑩
山
禅
師
に
相

見
し
、
や
が
て
そ
の
膝
下
に
投
ず
る
こ
と
に
な
る
。

　

離
山
の
原
因
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
多
分
当
時
の
比
叡
山
が
修
行
や
学
問
研
究
に
満
足
で
き
る
環
境
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

比
叡
山
は
顕
密
の
根
本
道
場
で
あ
る
が
、
地
形
は
東
塔
・
西
塔
・
横
川
の
三
塔
を
中
心
に
、
十
六
谷
（
東
塔
＝
東
・
西
・
南
・
北
・
無
動

寺
谷
、
西
塔
＝
南
・
南
谷
・
北
・
北
尾
・
東
谷
、
横
川
＝
樺
芳
・
般
若
・
都
率
・
解
脱
・
戒
心
・
飯
室
谷
）・
二
別
所
（
西
塔
＝
黒
谷
、

横
川
＝
安
楽
谷
）
の
拠
点
と
三
千
余
に
お
よ
ぶ
坊
舎
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
横
川
に
は
道
元
禅
師
得
度
跡
や
、
日
蓮
修
行
の
跡
が

あ
り
、『
徒
然
草
』
で
有
名
な
卜
部
兼
好
も
こ
こ
で
修
行
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
修
行
僧
の
構
成
も
、
学
問
研
究
や
修
行
に
専
念
で
き
る
上
層
階
級
出
身
の
学
が
く
し
ょ
う生
と
、
学
生
を
支
え
る
雑
用
（
食
事
の
用
意
、
堂
舎

の
清
掃
・
営
繕
、香
華
を
備
え
る
）な
ど
の
諸
役
を
司
ど
る
堂
衆
か
ら
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
平
安
中
期
以
降
、慈
覚（
円
仁
）・
智
証（
円
珍
）

門
徒
に
よ
る
内
部
分
裂
（
山
門
・
寺
門
の
争
い
）、
三
塔
相
互
の
対
立
抗
争
、
学
生
と
堂
衆
の
階
級
斗
争
、
門
跡
寺
院
（
三
千
院
・
青
蓮
院
・

妙
法
院
・
曼
殊
院
・
毘
沙
門
堂
）
に
よ
る
門
閥
化
な
ど
、
利
権
を
め
ぐ
る
重
層
的
な
抗
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
叡
山
の

肥
大
化
に
よ
る
混
乱
と
堕
落
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、日
本
仏
教
史
の
う
え
で
暗
黒
時
代
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、一
部
に
は
自
己
反
省
か
ら
、『
法
華
三
大
部
私
記
』

を
著
し
た
宝
地
房
証
真
（
生
没
年
不
詳
）、
一
期
十
二
年
の
籠
山
を
企
図
し
、
僧
風
の
刷
新
を
は
か
っ
た
求
道
房
恵
尋
（
？
―
一
二
七
八
）
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や
、
そ
の
素
意
を
承
継
し
た
素
月
房
恵
顗
（
？
―
一
三
〇
一
）・
堯
光
房
興
円
（
一
二
六
二
―
一
三
一
七
）
な
ど
、
真
摯
に
天
台
教
学
や

円
頓
戒
の
復
興
に
よ
り
、
最
澄
に
還
ろ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
４
）
離
山
と
瑩
山
禅
師

　

鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
で
あ
る
法
然
・
親
鸞
・
栄
西
・
道
元
禅
師
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
修
行
や
学
問
研
究
に
満
足
で
き
る
環
境
で
は
な
い

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
天
地
を
求
め
て
離
山
し
て
い
る
。
た
だ
日
蓮
の
み
は
、
法
華
至
上
主
義
に
立
脚
し
、
専
唱
題
目
を
弘
通
す

る
た
め
、
東
国
に
下
向
し
て
い
る
。
叡
山
は
こ
の
よ
う
な
動
向
下
に
あ
っ
た
が
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
八
月
に
も
、
東
塔
北
谷
の
学

生
理
教
房
性
算
と
円
恵
に
よ
る
、
全
山
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
家
や
武
家
（
六
波
羅
探
題
）
ま
で
ま
き
こ
ん
だ
事
件
が
発
生
し
て
い
る

か
ら
、
あ
る
い
は
こ
れ
な
ど
が
引
金
に
な
り
、
峨
山
禅
師
は
離
山
を
決
意
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
二
十
四
歳
の
時
、
大
乗
寺
の
瑩
山
禅
師
に
投
じ
、
禅
門
に
帰
し
弁
道
に
励
ん
で
い
る
。
ま
た
同
三
年
に
は
、

瑩
山
禅
師
か
ら
「
月
に
両
箇
あ
る
を
知
る
や
」
と
問
わ
れ
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
洞
上
の
種
草
（
宗
旨
を
継
ぐ
べ
き
人
）
と

な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
策
励
さ
れ
て
い
る
。
峨
山
禅
師
は
前
に
も
ま
し
て
参
禅
弁
道
に
励
ん
だ
が
、
あ
る
日
の
夜
半
、
打
坐
中
に
、
瑩

山
禅
師
の
弾
指
一
声
に
よ
り
、
割
然
と
し
て
大
悟
し
印
可
を
う
け
た
と
伝
え
て
い
る
（
２
）

。
こ
れ
は
香
厳
撃
竹
や
、『
法
華
経
』
読
誦
中
に
大

悟
し
た
瑩
山
禅
師
と
同
じ
よ
う
に
、
聞
声
悟
道
を
機
縁
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
徳
治
元
年
（
一
三
〇
六
）
三
十
一
歳
で
遍
参
の
途
に
の
ぼ
る
が
、『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』
に
「
諸
方
を
遍
歴
し
知
識
を
勘
験
す
（
３
）
」 

（
原
漢
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、
諸
伝
記
は
参
随
し
た
禅
匠
に
つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
延
宝
伝
燈
録
』
と
『
本
朝
高

僧
伝
』
に
わ
ず
か
に
恭
翁
運
良
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
佐
藤
悦
成
『
總
持

二
祖
峨
山
禅
師
』
で
は
、
恭
翁
運
良
の
行
実
か
ら
、
京
都

万
寿
寺
か
鎌
倉
建
長
寺
な
ど
に
留
錫
中
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
が
（
４
）

、
両
者
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
風
動
紙
動
の
問
答
は
、
六
祖
慧
能
の
風

幡
の
話
の
故
事
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
方
遍
参
で
は
未
知
の
体
験
や
知
見
を
得
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
延
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慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
に
は
大
乗
寺
に
帰
山
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
延
慶
二
年
九
月
の
「
永
平
第
三
代
大
乗
開
山
和
尚
（
徹
通

義
介
）
遷
化
喪
事
規
記
」
に
「
十
四
、
香
合
韶
碩

監
寺
」
（
５
）

と
あ
り
、
大
乗
寺
の
一
切
の
寺
務
を
総
監
す
る
重
要
な
役
職
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ

か
る
。
ま
た
そ
の
後
も
瑩
山
禅
師
の
膝
下
に
あ
っ
て
、
弁
道
功
夫
を
続
け
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
『
洞
谷
記
』
に
よ
る
と
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
瑩
山
禅
師
は
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
に
、
能
登
国
酒
井
保
（
石
川
県
羽
咋

市
中
川
町
）
地
頭
酒
匂
頼
親
嫡
女
と
、
そ
の
夫
海
野
三
郎
信
直
寄
進
に
よ
り
、
永
光
寺
（
羽
咋
市
）
を
開
き
、
大
乗
寺
と
と
も
に
住
持
を

兼
務
し
て
い
る
。
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
瑩
山
禅
師
が
本
拠
を
永
光
寺
に
移
す
と
、
こ
れ
に
随
従
し
都
寺
に
充
て
ら
れ
て
い
る
（
６
）

。
元
応

三
年
（
一
三
二
一
）
に
は
、
瑩
山
禅
師
か
ら
戒
脈
と
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
を
う
け
て
い
る
が
、
十
一
月
二
十
五
日
に
は
、
道
元
禅

師
が
興
聖
寺
に
お
い
て
懐
弉
禅
師
を
首
座
と
な
し
、
秉
払
（
払
子
を
と
り
、
住
持
に
代
っ
て
説
法
す
る
こ
と
）
せ
し
め
た
例
に
な
ら
い
、

峨
山
を
永
光
寺
首
座
と
し
て
秉
払
も
行
っ
て
い
る
（
７
）

。
ま
た
前
に
も
触
れ
た
が
、
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
七
月
七
日
に
は
、
瑩
山
禅
師
の

跡
を
つ
ぎ
、
總
持
寺
住
持
職
に
出
世
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
５
）
總
持
寺
住
持

　

元
亨
元
年
、
瑩
山
禅
師
が
總
持
寺
を
開
創
さ
れ
、
わ
ず
か
三
ヶ
年
で
永
光
寺
と
兼
務
し
て
い
た
總
持
寺
を
、
峨
山
禅
師
に
譲
与
し
て
い

る
か
ら
、『
蔭
凉
軒
日
録
』（
長
享
二
年
六
月
四
日
条
）
が
丹
波
永
沢
寺
炎
上
に
関
説
し
、「
總
持
寺
開
山
号
峨
山
諱
紹
石
」（
詳
細
に
は
三

　

總
持
寺
発
展
の
基
礎
確
立
（
１
）
弟
子
の
育
成
と
門
流
の
全
国
進
出
で
触
れ
る
）
と
誤
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
一
概
に
責
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
「
瑩
山
紹
瑾
住
持
職
譲
状
写
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

今
月
七
日
、
当
首
座
峨
山
禅
師
を
請
し
て
、
住
持
職
を
譲
与
し
、
転
法
輪
を
紹
続
す
る
も
の
な
り
。
右
峨
山
老
は
、
予
が
三
十
年

の
同
宿
な
り
。
公
は
三
八
（
二
十
四
）
の
年
に
開
悟
す
。
揚
眉
瞬
目
の
中
に
、
己
眼
あ
る
こ
と
を
知
り
、
破
顔
微
笑
の
処
に
主
宰
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を
事
弁
す
（
８
）
。（
後
略
）（
原
漢
文
）

　

ま
た
『
洞
谷
記
』
に
も

同
七
月
七
日
。
總
持
寺
住
持
職
を
碩
首
座
峨
山
老
に
譲
与
す
。
法
衣
を
著
し
開
堂
。
拄
杖
・
払
子
・
戒
策
同
じ
く
付
嘱
す
。
即
日

新
命
。
始
め
て
東
堂
相
看
る
時
、
興
聖
三
尺
の
竹
篦
を
与
え
た
日
本
最
初
入
室
の
竹
篦
、
こ
れ
を
付
授
す
（
９
） 

。（
原
漢
文
）

　

と
あ
る
よ
う
に
、
住
持
職
を
譲
る
と
同
時
に
、
拄
杖
・
払
子
・
戒
策
・
竹
篦
な
ど
も
授
か
っ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
竹
篦
は
道
元
禅
師

が
興
聖
寺
で
、
初
め
て
懐
弉
に
秉
払
さ
せ
た
時
に
用
い
た
日
本
最
初
の
も
の
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
八
月
、
遷
化
直
前
の
瑩
山
禅
師
か
ら
、
自
賛
の
頂
相
（
石
川
県
田
鶴
町
東
嶺
寺
蔵
）
を
授
か
っ
て
い
る
。

賛
に
は　
　

　
　
　

身
前
相
見
身
後
曾
親

　
　
　

密
室
投
入
時
如
何

　
　
　

無
明
業
識
金截
蒺
莉

　
　
　

□
（
一
）

枝
梅
花
洪
外
春

　
　
　

正
中
ニ
乙丑
仲
秋
日

　
　
　

為
碩
長
老
書
之

　
　
　

洞
谷
紹
瑾
自
賛（

（1
（

 

　

と
あ
る
。
像
容
は
禅
師
の
最
晩
年
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
賛
の
字
体
、
と
り
わ
け
法
諱
の
瑾
が
、
第
一
章
（
３
）
出
家
と
道
号
・

法
諱
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
親
筆
に
み
ら
れ
る
艹
「
口王一
」
圡

と
異
な
る
と
同
時
に
、
自
賛
と
あ
る
か
ら
、
後
世
複
写
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
徹
通
義
介
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
が
、
永
光
寺
に
は
徹
通
義
介
か
ら
瑩
山
紹
瑾
、
さ
ら
に
峨
山
紹
碩
へ
と
伝
え
ら
れ
た
こ

と
を
示
す
「
徹
通
和
尚
法
衣
」「
峩
山
和
尚
伝
法
衣
」
と
墨
書
さ
れ
た
袈
裟
が
あ
る
。
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峨
山
禅
師
は
總
持
寺
第
二
代
住
持
と
し
て
、
四
十
二
年
間
、
伽
藍
の
整
備
や
運
営
、
弟
子
の
育
成
、
さ
ら
に
は
在
地
の
武
士
階
級
を
は

じ
め
と
す
る
民
衆
教
化
に
つ
と
め
、
宗
風
の
宣
揚
に
励
ん
で
い
る
が
、『
永
光
寺
住
山
記
』
と
『
洞
谷
五
祖
行
実
』
に
よ
る
と
、
暦
応
三

年
（
一
三
四
〇
）
永
光
寺
第
四
世
と
し
て
出
世
し
、
總
持
寺
と
兼
務
し
て
い
る
。
ま
た
『
永
光
寺
年
代
記（

（1
（

』 

に
よ
る
と
、
暦
応
二
年
の
条

に
「
峩
山
洞
谷
入
院
、
廊
下
作
之
」
と
あ
り
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
の
条
に
「
峩
山
洞
谷
入
寺
、
洞
谷
塔
立
、
五
月
二
日
柱
立
」
と

あ
る
。
ま
た
、
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
の
条
に
は
「
峩
山
洞
谷
再
住
、
九
月
廿
日
」
と
あ
る
。
そ
の
間
禅
師
は
毎
日
永
光
寺
の
朝
課
を

勤
め
、
さ
ら
に
凡
そ
五
十
二
キ
ロ
離
れ
た
總
持
寺
の
朝
課
も
勤
め
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
為
總
持
寺
で
は
禅
師
の
到
着
を
待
つ
た
め
に

『
大
悲
心
陀
羅
尼
』
を
ゆ
っ
く
り
読
誦
（
真
読
）
し
た
（
現
在
で
も
「
真
読
」
は
總
持
寺
・
祖
院
で
行
わ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、

両
寺
の
間
を
往
復
し
た
嶮
岨
な
道
を
「
峨
山
越
え
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
禅
師
の
行
持
綿
密
・
道
心
堅
固
を
示
す
と
同
時
に
、
永
光

寺
蔵
「
峨
山
禅
師
頂
相
彫
刻
」（
石
川
県
重
要
文
化
財
）
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
い
か
に
頑
健
な
体
躯
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
永
光
寺
で
は
そ
の
遺
徳
を
し
の
び
、
年
中
行
事
と
し
て
、
春
秋
二
回
「
峨
山
越
え
」
の
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
峨
山
禅
師
は
永
光
寺
に
輪
住
し
た
経
緯
な
ど
か
ら
、
總
持
寺
住
持
職
を
非
常
に
重
視
し
、
康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
と
貞
治
三
年

（
一
三
六
四
）
の
二
度
に
わ
た
り
、
住
持
職
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
康
安
二
年
の
「
惣
持
寺
未
来
住
持
軄
事
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

惣
持
寺
未
来
住
持
軄
事

　
　

右
、
彼
寺
者
、
瑩
山
和
尚
譲
与
韶
碩
處
也
、
仍

　
　

於
後
代
之
住
持
軄
者
、
於
韶
碩
法
嗣
之
中
、
撰

　
　

器
用
仁
於
、
而
可
補
住
持
軄
、
於
末
代
守
此
旨
、

　
　

可
住
持
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

康
安
二
壬寅
二
月
九
日　
　

住
持
韶
碩
（
花
押（

（1
（

）　

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
總
持
寺
は
瑩
山
禅
師
か
ら
韶
碩
に
譲
与
さ
れ
た
処
で
あ
る
か
ら
、
後
代
の
住
持
職
は
韶
碩
法
嗣
の
中
か
ら
器
用
の
仁
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（
人
）
を
撰
ん
で
住
持
職
に
補
す
こ
と
、ま
た
末
代
ま
で
こ
の
旨
を
守
る
よ
う
定
め
て
い
る
。
ま
た
貞
治
三
年
の
「
惣
持
寺
山
門
住
持
軄
事
」

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

惣
持
寺
山
門
住
持
軄
事

　
　

韶
碩
門
下
守
嗣
法
次
第
、
五
个
年
可
住
持
、
若
此
中
有
山
門
廢
者
、
法
眷
等
相
寄
可
評
定
之
、

　
　

仍
為
後
證
垂
示
如
件

　
　
　
　
　

貞
治
三
年
十
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
持
韶
碩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押（

（1
（

 

）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
總
持
寺
住
持
職
は
韶
碩
門
下
で
、
嗣
法
の
順
序
に
従
っ
て
五
ヶ
年
住
持
す
る
こ
と
、
ま
た
若
し
山
門
が
廃
す
る
よ
う

な
事
態
が
起
こ
っ
た
ら
、
法
眷
が
集
ま
っ
て
評
定
し
、
興
隆
す
る
よ
う
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
ら
も
第
四
世
と
し
て
、
三
回
に

わ
た
り
輪
住
し
た
永
光
寺
の
輪
番
住
持
が
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
鑑
み
、
よ
り
強
固
な
輪
住
制
を
構
築
す
る
た
め
、
選
出

方
法
や
住
持
期
間
を
明
示
し
、
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
間
も
無
く
九
十
歳
と
い
う
高
年
令
か
ら
、
将
来
を
案
じ
て
定
め

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
輪
番
住
持
制
に
つ
い
て
は
「
第
四
章　

總
持
寺
の
発
展
と
輪
番
住
持
制
」
の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に

す
る
。

　

な
お
「
五
院
并
塔
頭
由
緒
并
五
院
什
物
目
録
」（
總
持
寺
蔵
）
に
よ
る
と
、
山
内
の
塔
頭
永
寿
庵
は
、
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）、
峨
山

和
尚
開
闢
と
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
山
内
に
峨
山
禅
師
の
塔
頭
法
光
院
が
あ
る
が
、
そ
の
成
立
年
次
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
法
光
院
に

対
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
十
二
月
二
十
五
日
に
長
秀
連（

（1
（

、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
三
月
八
日
に
は
尼
し
ゅ

一（
（1
（

、
同
五
月
十
五
日
に
は
尼
り
ゃ
う
こ（

（1
（

が
、
そ
れ
ぞ
れ
田
地
を
寄
進
し
て
お
り
、
正
法
寺
蔵
「
峨
山
和
尚
示
寂
祭
文
」
に
「
貞
治
第
五
歳

次
柔
兆
敦
状
十
月
廿
日
中
夜
本
寺
第
二
世
峨
山
老
師
大
和
尚
、
示
滅
放
（
法
）

光
院（

（1
（

」
と
あ
り
、
ま
た
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
十
月
二
十
八
日
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の
「
峨
山
韶
碩
遺
物
配
分
状
」
に
「
新
般
涅
槃
当
寺
第
二
世
峨
山
大
和
尚
、
今
貞
治
五
季
丙午
十
月
廿
日
亥
剋
遷
化
、
両
班
就
于
法
光
院
抄

剳（
（1
（

」
と
あ
る
か
ら
、
峨
山
禅
師
の
生
前
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
永
光
寺
に
は
明
峯
素
哲
の
紹
燈
庵
、
壷
庵
至
簡
の
宝
鏡
庵
、
無
涯
智
洪
の
新
豊
庵
と
と
も
に
、
峨
山
禅
師
の
大だ
い
お
う雄
庵
の
塔
頭
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
寺
領
を
所
有
し
て
い
る
が
、『
中
興
雑
記
』
所
収
の
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
三
月
二
十
二
日
、
明
峯
が
定
め
た
「
両
寺

住
持
職
事　
加
州
大
乗
・
能
州
洞
谷
」
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
前
住
大
乗
紹
燈
素
哲
在
判
」
と
あ
る
か
ら
、
観
応
元
年
に
は
す
で
に
紹
燈
庵
は
成

立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

明
峯
和
尚
之
置
文

　
　
　
　

両
寺
住
持
職
事　
加
州
大
乗
・
能
州
洞
谷

　
　

右
、
彼
住
持
職
者
、
嗣
法
小
師
并
伝
戒
小
師
・

　
　

受
業
小
師
同
心
評
談
而
、
擇
出
嗣
法
小
師
之
中
、

　
　

其
機
用
仁
可
令
住
持
者
也
、

　
　
　
　

此
外
詩
（
諸
）
寺
事　

　
　
　

 

加
州
分
願能
州

成
寺
・
仲賀

興
寺
・
僎能

徳
寺
・
崇
禅
寺
・

　
　

大加

會
寺
・
西加

光
寺
・
越
中
光
禅
寺
、
能
州
分
道
興
寺
・

　
　

慧
恩
寺
・
圓
光
寺
、

　
　

右
、
彼
諸
寺
坊
主
職
者
、
嗣
法
小
師
并
傳
戒
小

　
　

師
、
受
業
小
師
同
心
、
擇
其
機
用
可
令
居
住
者

　
　

也
、
子
孫
固
守
此
旨
、
可
為
永
代
亀
鏡
也
、

　
　
　
　

観
應
元
年
庚

寅
三
月
廿
三
日
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前
住
大
乗
紹
燈
素
哲
在
判（

（1
（

　

峨
山
禅
師
は
『
洞
谷
五
祖
行
実
』
に
よ
る
と
、暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）、貞
治
二
年
（
一
三
六
三（

（2
（

）、前
に
も
触
れ
た
『
永
光
寺
年
代
記
』

で
は
暦
応
二
年
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）、
貞
治
三
年
、
永
光
寺
に
三
回
輪
住
し
て
い
る
か
ら
、
若
し
か
し
た
ら
大
雄
庵
も
輪
住
中
に

成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
八
月
十
五
日
「
永
光
寺
領
若
部
保
検
注
名
寄
帳
」
に
紹
燈
庵
興
鎮
、

新
豊
庵
善
芳
、大
雄
庵
禅
鑑
、宝
鏡
庵
宗
寿
と
連
署
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。『
洞
谷
五
祖
行
実
』で
は
、貞
治
五
年（
一
三
六
六
）

示
滅
後
、
門
徒
が
洞
谷
に
塔
を
建
て
大
雄
庵
と
云
い
、
洞
谷
西
北
隅
に
今
旧
址
を
存
す
と
あ
る（

（2
（

。
ま
た
暦
応
三
年
に
は
永
光
寺
に
設
置
さ

れ
た
仏
舎
利
塔
（
能
登
国
利
生
塔
）
に
渡
る
廊
院
を
造
営
し
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
大
雄
庵
に
対
し
て
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
十
月
廿
六
日
、
尼
祖
一
が
自
ら
の
後
生
菩
提
の
た
め
田
地
四
段
二
を
寄
進
し
て
い

る
が（

（2
（

、
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
―
九
一
）
に
よ
る
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
十
月
の
「
惣
持
寺
新
寄
進
田
地
目
録
」
に
大
雄
庵
の
寺
領
一

町
七
反
五
十
苅
（
百
苅
＝
一
反
）
屋
敷
一
所（

（2
（

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
年
月
未
詳
「
永
光
寺
大
雄
庵
等
田
地
目
録
」
の
「
峨
山
和
尚
塔

頭
大
雄
庵
田
地
」
に
二
町
七
反
五
十
苅
と
あ
る（

（2
（

。
な
お
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
十
月
、
通
幻
寂
霊
署
名
の
「
惣
持
寺
常
住
文
書
目
録
」

に
「
大
雄
菴
文
書　

七
通（

（2
（

」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
経
済
的
に
み
た
場
合
、大
雄
庵
は
永
光
寺
か
ら
独
立
し
、總
持
寺
の
支
配
管
轄
下
に
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
總
持
寺
に
法
光
院
、
永
光
寺
に
大
雄
庵
が
建
塔
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
峨
山
禅
師
の
事
績
、
と

り
わ
け
永
光
寺
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
俟
ち
た
い
。

　

峨
山
禅
師
は
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
七
月
か
ら
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
ま
で
、
四
十
二
年
間
勤
め
た
總
持
寺
住
持
職
を
太
源
宗

真
に
譲
り
、隠
寮
永
寿
院
に
退
い
た（

（2
（

が
、翌
五
年
十
月
二
十
日
夜
半
、諸
徒
に
遺
誡
し
、「
合
成
皮
肉　

九
十
一
年　

夜
来
旧
依　

身
横
黄
泉
」

の
遺
偈
を
書
き
、
遷
化
し
て
い
る（

（2
（

。
天
性
融
石
が
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
著
し
た
『
仏
祖
正
伝
記
』「
四
祖
能
州
洞
谷
山
永
光
寺
開

山
紹
瑾
禅
師
」
条
に
「
素
哲
・
韶
碩
抜
群
、
両
子
を
讃
え
て
曰
く
、
哲
子
は
老
馬
の
路
を
行
く
が
如
く
、
碩
子
は
麒
麟
の
雲
を
点
ず
る
に

似
た
り（

（2
（

」（
原
漢
文
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
峯
素
哲
禅
師
は
弛
み
な
く
修
行
を
積
む
努
力
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
峨
山
禅
師
は
破
格
の
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行
動
を
と
る
天
才
肌
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』
は
「
諸
方
の
玄
学
、川
奔
海
会
す
。
塩
山
の
抜
隊
（
得
勝
、

法
燈
派
、
甲
州
向
嶽
寺
開
祖
）、
黒
川
の
月
庵
（
宗
光
、
大
応
派
、
摂
州
大
明
寺
開
祖
）
等
、
皆
腰
包
（
行
脚
に
際
し
て
腰
に
つ
け
る
包
）

礼
謁
す（

（3
（

」（
原
漢
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、
済
洞
を
問
わ
ず
、
各
地
の
す
ぐ
れ
た
修
行
僧
が
峨
山
禅
師
の
膝
下
に
投
じ
た
と
推
賞
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
６
）
峨
山
禅
師
頂
相

　

峨
山
禅
師
の
頂
相
は
彫
像
と
絵
像
が
あ
る
。
彫
像
の
永
光
寺
蔵
峨
山
禅
師
頂
相
彫
刻
は
、
釈
迦
如
来
・
観
音
菩
薩
・
虚
空
蔵
菩
薩
・
徹

通
義
介
・
瑩
山
紹
瑾
・
明
峯
素
哲
・
僧
形
文
殊
菩
薩
・
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
、
大
権
修
理
菩
薩
倚
像
な
ど
、
仏
・
菩
薩
・
祖
師
像
と
と

も
に
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
院
派
仏
師
の
作
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
峨
山
禅
師
頂
相
彫
刻
は
『
永
光
寺
資
料
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

桧
材
寄
木
造
、
玉
眼
嵌
入　

漆
彩
色
仕
上　

南
北
朝
時
代

像
高
一
〇
六　

臂
張
五
五
・
五　

膝
張
六
五　

膝
高
四
一　

裾
張
七
四　

膝
奥
四
五　

面
長
二
四
・
五　

面
幅
一
四　

耳
張
一
六　

面
奥
一
九
・
三

　

ま
た
絵
像
は
竜
泉
寺
（
開
山
通
幻
寂
霊
、
福
井
県
越
前
市
）、
龍
沢
寺
（
開
山
梅
山
聞
本
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
）、
總
持
寺
（
二
幅
）
像

が
あ
る
。竜

泉
寺
像　

絹
本
著
色　

四
九
・
三
×
三
一
・
三
㎝　

南
北
朝
時
代
（
福
井
県
指
定
文
化
財
）

　

竜
泉
寺
は
峨
山
禅
師
の
弟
子
で
、
總
持
寺
第
五
世
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
―
九
一
）
が
開
い
た
寺
で
あ
る
が
、
寂
霊
は
總
持
寺
五
院
の

一
つ
妙
高
庵
の
開
基
で
あ
る
。
画
像
は
類
例
が
少
な
い
円
相
形
式
で
、
円
相
内
に
衲
衣
と
袈
裟
（
環
紐
）
を
つ
け
た
上
半
身
を
左
向
き
に

描
き
、
円
相
上
に
賛
が
あ
る
。
こ
れ
は
峨
山
禅
師
が
通
幻
寂
霊
に
与
え
た
も
の
と
さ
れ
、
賛
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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幻
人
□
（
心
）
識

處
々
最
親

自
古
霊
妙

非
吾
非
人

　

韶
碩
賛（

（3
（

 

龍
沢
寺
像　

絹
本
著
色　

八
四
・
八
×
三
九
・
三
㎝　

室
町
時
代　

天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）

　

龍
沢
寺
は
峨
山
禅
師
の
弟
子
太
源
宗
真
（
？
―
一
三
七
一
、
總
持
寺
第
三
世
、
普
蔵
院
開
基
）
の
弟
子
梅
山
聞
本
（
？
―
一
四
一
七
、

總
持
寺
第
十
一
世
）
が
開
山
で
あ
る
。
弟
子
に
如
仲
天
誾
（
一
三
六
五
―
一
四
四
〇
、
總
持
寺
第
四
十
世
）
や
傑
堂
能
勝
（
一
三
五
五
―

一
四
二
七
）
な
ど
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

画
像
は
法
被
を
掛
け
た
曲
錄
に
坐
し
、
如
意
を
手
に
し
た
通
例
の
頂
相
形
式
で
右
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
賛
は
光
国
舜
玉
の
賛
文
を

天
文
十
六
年
に
竜
沢
寺
第
六
十
四
世
華
覚
契
琢
が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
頂
相
が
右
向
き
で
あ
る
か
ら
賛
は
規
定
通
り
左
か
ら
書
か
れ

て
い
る
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
千
界
建
化
門
開

凡
聖
縦
横
恣
往
来

徳
用
無
邊
妙
叵
測

仰
弥
高
豈
霊
崔
嵬

　

峨
山
大
和
尚
肖
像

　

拝
賛　

舜
玉
焼
香

　
　
　

華
覚
琢
書
之
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旹
天
文
十
六
丁未
孟
秋
日（

（3
（

 
　

な
お
本
画
像
は
峨
山
の
弟
子
太
源
宗
真
・
太
源
の
弟
子
梅
山
聞
本
像
を
加
え
て
の
三
幅
対
に
な
っ
て
い
る
。

總
持
寺
像　

絹
本
著
色　

五
一
・
四
×
三
一
・
〇
㎝　

江
戸
時
代

　

峨
山
禅
師
は
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
總
持
寺
第
二
世
で
、
四
十
二
年
間
住
持
職
に
あ
り
、
總
持
寺
の
管
理
運
営
を
は
か
り
、
多
く
の

優
れ
た
弟
子
を
育
成
し
た
。
ま
た
輪
番
住
持
制
を
確
立
し
、
總
持
寺
教
団
の
全
国
的
発
展
の
基
礎
を
確
立
し
た
。

　

画
像
は
円
相
内
に
衲
衣
と
袈
裟
（
環
紐
）
を
つ
け
、
上
半
身
を
左
向
き
に
描
き
、
円
相
上
に
賛
が
あ
る
。
図
様
は
前
述
の
竜
泉
寺
像
と

相
似
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
範
と
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
賛
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

幻
人
心
識

處
々
最
親

自
古
霊
妙

非
吾
非
人

　
九
十
一
韶
碩
自
賛（

（3
（

　

な
お
總
持
寺
に
は
二
幅
あ
る
。

注
記（

１
）『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
下
二
六
三
上
参
照
。

（
２
）『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』（『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
二
五
〇
以
下
）
参
照
。

（
３
）『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
下
二
五
一
上
参
照
。
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（
４
）『
總
持

二
祖
峨
山
禅
師
』
一
〇
四
頁
参
照
。

（
５
）『
加
能
史
料
』
鎌
倉
Ⅱ
三
五
一
頁
参
照
。

（
６
）『
洞
谷
五
祖
行
実
』（『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
五
九
八
上
）
参
照
。

（
７
）『
洞
谷
記
』（『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
五
〇
七
上
）
参
照
。

（
８
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
一
四
下
参
照
。

（
９
）『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
五
二
三
下
参
照
。

（
10
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
一
五
下
参
照
。

（
11
）
室
山
孝
『
加
能
史
料
研
究
』
第
二
号
参
照
。

（
12
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
一
九
下
参
照
。

（
13
）
同
右
二
〇
上
参
照
。

（
14
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
篇
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
七
三
下
参
照
。。

（
15
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
篇
２
総
持
寺
二
〇
上
参
照
。

（
16
）
同
右
二
一
上
参
照
。

（
17
）
同
右
二
三
上
参
照
。

（
18
）
同
右
二
三
下
参
照
。

（
19
）『
加
能
史
料
』
南
北
朝
Ⅰ
四
一
九
頁
参
照
。

（
20
）『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
五
九
八
上
参
照
。

（
21
）
同
右
参
照
。

（
22
）
同
右
参
照
。

（
23
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
篇
２
総
持
寺
二
九
下
参
照
。

（
24
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
篇
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
八
八
下
参
照
。

（
25
）
同
右
一
八
九
上
参
照
。

（
26
）
同
右
一
八
八
上
参
照
。

（
27
）『
能
登
名
跡
志
』
参
照
。
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（
28
）『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』（『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
四
五
下
）
参
照
。

（
29
）『
続
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
三
一
五
下
参
照
。

（
30
）『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』（『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
四
五
下
）
参
照
。

（
31
）『
禅
の
心
と
か
た
ち
―
總
持
寺
の
至
宝
―
』
四
五
頁
参
照
。

（
32
）
同
右
四
九
頁
参
照
。

（
33
）
同
右
四
七
頁
参
照
。

　
　
第
三
章
　
總
持
寺
発
展
の
基
礎
確
立

　
　
　
　
　
（
１
）
弟
子
の
育
成
と
門
流
の
全
国
進
出

　

峨
山
禅
師
の
弟
子
は
一
般
に
五
哲
・
二
十
五
哲
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
總
持
寺
蔵
「
峨
山
法
嗣
目
録
」
は
つ
ぎ
に
示
す
よ
う
に
二
十
九

人
で
あ
る
。

峩
山
法
嗣
目
録

諸
嶽
山
総
持
禅
寺
開
山　

八
月
十
五
日
二

　

瑩
山
紹
瑾
和
尚
大
禅
師　

御
遷
化

二
代
峩
山
韶
碩
大
和
尚
御
法
嗣
之
次
第十
月
廿
日

　

大
梅
拈
華
山
圓
通
正
法
寺
黒
石
開
山

一
番
無
底
良
紹
長
老

　

佛
陀
寺
開
山
并
普
蔵
院
開
基
霜
廿
日
二
佛
陀
寺
ハ



― 68 ―

二
番
大
源
宗
真
長
老
御
遷
化
加
賀
ノ
国

三
番
無
蔵
順
正
書
記

四
番
無
際
純
證
首
座

五
番
準
勝
書
記

六
番
無
著
深
智
書
記

泉（
マ
マ
）福
寺
開
山

七
番
太
山
如
元
首
座

八
番
普
天
暁
心
監
寺　
　
　

九
番
無
外
暁
雲
書
記

　

皇
徳
寺
開
山

十
番
圓
昭
首
座

　

総
持
寺
之
塔
司
妙
高
庵
之
開
基

　

同
丹
波
大
之
原
永
澤
寺
ノ
開
山

　

并
越
前セ
ン
ノ
フ府

中
龍
泉
寺
開
山

十
一
番
通
幻
寂
霊
都
寺
五
月
五
日
二

御
遷
化　

十
二
番
無
等
恵
崇
書
記

　

黒
石
正
法
寺
二
代

十
三
番
月
泉
良
印
監
寺

十
四
番
無
極
尊
人

　

総
持
寺
ノ
塔
司
洞
川
庵
開
基
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十
五
番
無
端
祖
環
蔵
司

　

永
徳
寺
ノ
開
基

十
六
番
道
叟
道
愛
監
寺

　

祥
園
寺
開
山

十
七
番
玄
翁
玄
妙
庵
主

十
八
番
祖
山
首
座

　

総
持
寺
之
塔
司
傳
法
庵
開
山

十
九
番
大
徹
宗
令
蔵
司
正
月
廿
五
日
遷
化

廿
番
韶
勲
書
記

　

定
光
寺
開
山

廿
一
番
實
峯
良
秀
侍
者
御
遷六
月
十
二
日化 

二

廿
二
番
竺
堂
了
源
智（
マ
マ
）客

廿
三
番
無
像
本
紹
比
丘
尼

廿
四
番
安
準
比
丘
尼

廿
五
番
智
源
知
客
比
丘
尼
峩
山
妹
也

廿
六
番
起
西
竺
西

廿
七
番
源
了
永
松
比
丘
尼

　

大
嶋
旦
那
俗
鑑
治
也

廿
八
番
竺
玄
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河
（
阿
）
岸
坊
主

廿
九
番
月
峯
祖
一
蔵
司

諸
嶽
山
総
持
禅
寺
二
代
峩
山
紹
碩
書
之
置
之
判

于
時
貞
治
五
年
丙

午
八
月
初
三
日

道
元
之
法
嗣
□
□
□
法
明
懐
状
□
光
四　
　
　

血
脈
イ
者
為
二

　

懐
状　
　
　

也
（
１
）

　

ま
た
「
日
本
洞
上
宗
派
図
（
２
）
」（
駒
大
図
書
館
蔵
）・「
諸
嶽
山
總
持
禅
寺
二
代
紹
碩
和
尚
嗣
法
次
第
（
３
）
」
は
二
十
八
人
、『
本
朝
高
僧
伝
』
も

「
四
七
之
嗣
法
（
４
）
」
と
あ
り
二
十
八
人
、『
總
持
寺
史
』
所
収
の
「
峩
山
大
和
尚
法
嗣
帳
」
は
三
十
人
と
あ
り
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
了

菴
慧
明
（
一
三
三
七
―
一
四
一
一
）
の
『
諸
嶽
二
代
峩
山
和
尚
行
実
』
に
は
「
伝
法
者
二
十
五
人
」「
其
中
抜
萃
者
五
人
（
５
）
」
と
あ
り
、
一

定
し
て
い
な
い
。

　
『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
六
月
条
に
は

能
登
国
総
持
寺
開（
マ
マ
）山

号
峩
山
、
諱
紹（
韶
碩
）石

、
其
弟
子
印
可
者
廿
五
員
也
、
青
野
原
開
山
通
玄
（
幻
）

諱
寂
霊
、
其
一
也
、
通
玄
云
、
印
可
廿

五
員
内
大
半
匪
印
可
之
仁
、
可
見
破
之
云
〻
、
於
爰
破
廿
員
、
残
五
員
真
伝
法
也
、
于
今
五
門
跡
云
、
世
門
往
来
而
栖
堂
宮
者

道
人
者
皆
廿
人
之
子
孫
也
、
通
玄
之
伝
法
者
十
員
、
其
子
孫
以
輪
番
一
年
住
持
青
野
原
、
依
其
仁
躰
徒
弟
或
百
人
、
或
二
百
人
、

三
百
人
不
相
定
也
（
６
）
（
後
略
）

　

と
あ
る
。
い
ま
そ
の
な
か
の
十
三
人
を
取
り
上
げ
、
教
線
を
全
国
的
に
展
開
し
た
実
情
の
一
端
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

太
源
宗
真
（
？
―
一
三
七
一　

普
蔵
院
開
基
）
加
賀
仏
陀
寺
、
梅
山
聞
本
―
如
仲
天
誾
・
太
初
継
覚
・
傑
堂
能
勝
な
ど
太
源
三
傑

通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
―
九
一　

妙
高
庵
開
基
）
丹
波
永
沢
寺
、
越
前
竜
泉
寺
、
近
江
総
寧
寺
、
了
庵
慧
明
・
石
屋
真
梁
・
普
済
善
救
・

天
真
自
性
・
天
鷹
祖
祐
・
不
見
明
見
・
天
徳
曇
貞
・
芳
庵
祖
厳
な
ど
通
幻
十
哲
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無
端
祖
環
（
？
―
一
三
八
七　

洞
川
庵
開
基
）
越
前
祥
園
寺
、
瑞
巌
韶
麟
―
玉
麟
韶
天
・
青
山
性
秀
・
大
琳
韶
珍
・
雲
沢
韶
興
・
日
東

韶
春
な
ど
七
哲

大
徹
宗
令
（
一
三
三
三
―
一
四
〇
八　

伝
法
庵
開
基
）
越
中
立
川
寺
、
美
濃
妙
応
寺
、
摂
津
護
国
寺
（
勧
請
）、
竺
山
得
仙
・
春
巌
祖
東
・

日
山
良
旭
・
省
山
妙
悟
・
大
成
宗
林
な
ど
二
十
九
人

実
峰
良
秀
（
一
三
一
八
―
一
四
〇
五　

如
意
庵
開
基
）
能
登
妙
円
寺
、
定
光
寺
、
備
中
永
祥
寺
、
信
濃
霊
松
寺
、
悦
堂
常
喜
・
中
明
見

方
・
綱
庵
性
宗
・
大
沢
慈
恩
・
金
竜
謙
柔
・
大
等
一
祐
・
明
窓
妙
光
な
ど
十
五
人

無
底
良
韶
（
一
三
一
三
―
六
一
）
陸
中
正
法
寺

月
泉
良
印
（
一
三
一
九
―
一
四
〇
〇
）
羽
後
補
陀
寺
、
常
陸
竜
穏
寺
、
上
総
大
通
寺
、
無
等
良
雄
・
虎
渓
良
乳
・
古
山
良
空
・
巨
泉
良

珍
・
大
応
元
徹
な
ど

無
外
円
昭
（
一
三
一
一
―
八
一
）
薩
摩
皇
徳
寺
、
無
著
妙
融
―
明
巌
鏡
昭
・
蔵
山
融
沢
・
洞
巌
玄
鑑
な
ど

道
叟
道
愛
（
？
―
一
三
七
九
）
陸
奥
永
徳
寺
・
高
沢
寺
、
湖
海
理
元
・
月
庵
良
円
な
ど

源
翁
心
照
（
一
三
二
九
―
一
四
〇
〇
）
陸
奥
示
現
寺
・
慶
徳
寺
、
下
野
泉
渓
寺
、
下
総
安
穏
寺
、
伯
耆
退
休
寺
な
ど
二
〇
余
ヶ
寺
、
齢

山
覚
延
・
壷
天
玄
晟
・
天
海
空
広
な
ど

無
際
純
証
（
？
―
一
三
八
一
）
越
中
自
得
寺
、
瑞
雲
慧
徹
・
中
山
曇
環

無
等
恵
崇
（
生
没
年
未
詳
）
越
中
光
穏
寺
、
天
庵
禅
曙

　

竺
源
超
西
（
生
没
年
未
詳
）
能
登
梅
光
院

　

こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
進
出
し
、
十
九
国
二
十
七
ヶ
所
に
及
ぶ
拠
点
を
構
築
し
、
ま
た
門
流
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
教
団
形
成

の
萌
芽
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
た
ち
は
、
偏
向
し
た
過
激
か
つ
危
険
思
想
と
み
な
さ
れ
た
是
一
非
諸
・
法
華
至
上
主
義
に
よ
り
、
同
志
の
獲
得
に
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奔
走
し
た
日
蓮
を
除
き
、
教
団
形
成
に
対
し
て
は
消
極
的
か
否
定
的
で
あ
る
。
道
元
禅
師
は
一
個
半
個
を
接
得
し
て
、
吾
宗
を
断
絶
せ
し

む
る
こ
と
な
か
れ
と
消
極
的
だ
っ
た
。
ま
た
法
然
は
「
孝
養
の
た
め
に
精
舎
建
立
の
い
と
な
み
を
な
す
こ
と
な
か
れ
。
心
さ
し
あ
ら
は
、

お
の
お
の
群
衆
せ
す
、
念
仏
し
て
恩
を
報
す
へ
し
（
７
）

」
と
あ
り
、
親
鸞
は
「
弟
子
一
人
も
も
た
す
さ
ふ
ら
ふ
（
８
）

」
と
あ
っ
て
、
教
団
を
形
成

し
、
教
権
を
持
つ
意
志
は
な
か
っ
た
。
ま
た
東
国
の
道
場
主
に
対
し
「
道
場
を
は
す
こ
し
人
屋
に
差
別
あ
ら
せ
て
小
棟
を
あ
げ
て
つ
く
る

べ
し
（
９
）
」
と
示
し
て
い
る
。
一
遍
も
「
わ
が
化
導
は
一
期
ば
か
り
ぞ
、
法
師
の
あ
と
は
跡
な
き
を
跡
と
す（

（1
（

」
と
あ
り
、
所
持
し
た
聖
教
の
一

部
を
書
写
山
に
奉
納
し
、
残
り
は
「
一
代
聖
教
み
な
つ
き
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
に
な
り
は
て
ぬ（

（1
（

」
と
焼
き
捨
て
ゝ
い
る
か
ら
、
教
団
の
形

成
な
ど
は
毛
頭
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
峨
山
禅
師
に
お
け
る
弟
子
の
育
成
と
門
流
の
全
国
的
進
出
は
、
正
伝
の
仏
法
の
弘
通
と
、
民
衆
教
化
の
積
極
的
な
活
動
の
あ

ら
わ
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。『
徳
翁
高
禅
師
語
録
』
に
「
峩
山
の
み
有
て
、
徳
四
海
に
高
く
、
臘
九
旬
を
過
ぐ
。
是
の
故
に
人
を
得
る

尤
も
多
し
。
就
中
太
源
、
通
幻
、
無
端
、
大
徹
、
実
峯
ノ
五
大
弟
子
兒
孫
綿
綿
と
し
て
徧
く
天
下
に
満
つ
。
今
洞
下
の
寺
院
、
充
溝
塞
壑

す
る
は
、皆
是
れ
總
持
の
末
流
な
り
。
而
し
て
席
を
永
平
に
董
ず
る
者
と
雖
も
斗
を
出
で
ず
。
若
し
瑩
峨
二
大
士
に
て
纉
緒
を
得
ざ
れ
ば
、

則
ち
永
平
の
門
風
地
を
払
い
尽
す
を
恐
る
の
み（

（1
（

」（
原
漢
文
）
と
あ
り
、『
本
朝
高
僧
伝
』
は
、「
四
七
（
二
十
八
）
の
嗣
法
を
接
出
し
、

今
そ
の
孫
葉
東
西
に
播
く
。
大
概
道
は
五
世
に
し
て
衰
う
。
是
れ
常
数
な
り
。
碩
公
の
如
き
は
、永
平
に
承
く
る
こ
と
五
世
、そ
の
法
還
っ

て
盛
ん
な
り
。
蓋
し
知
識
門
庭
、
格
外
の
玄
あ
る
を
以
て
な
り（

（1
（

」（
原
漢
文
）
と
賞
賛
し
て
い
る
の
は
至
当
の
言
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
２
）
五
位
の
教
説
（
学
人
接
化
の
手
段
）

　

中
世
に
書
写
さ
れ
た
『
山
雲
海
月
』
は
、
円
応
寺
（
佐
賀
県
武
雄
市
）
や
丈
六
寺
（
徳
島
市
）
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
が
知
ら
れ
る
が
、

円
応
寺
本
の
尾
に
あ
る
跋
文
に
「
宗
門
の
仏
法
参
窮
の
人
な
ら
ざ
れ
ば
披
見
す
べ
か
ら
ず
、
家
庭
深
密
の
内
参
な
り
」（
原
漢
文
）
と
あ
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る
よ
う
に
、
嗣
法
相
続
や
寺
院
相
続
の
証
明
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
延
宝
三
年
（
一
六
七
七
）
に
出
版
さ
れ
た
『
峨
山
和
尚
山

雲
海
月
』
は
円
応
寺
本
な
ど
の
後
半
に
あ
る
公
案
や
機
関
に
関
す
る
下
語
や
著
語
、
さ
ら
に
は
末
尾
の
跋
文
な
ど
を
削
除
し
て
い
る
。
ま

た
そ
れ
の
み
な
ら
ず
峨
山
禅
師
の
法
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
書
名
も
『
峨
山
和
尚
山
雲
海
月
』
と
改
め
、
中
世
で
は
仏
法
参
窮
の
人

や
嗣
法
人
な
ど
に
限
り
披
見
が
許
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
不
特
定
多
数
＝
誰
し
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
こ
で
は
『
峨
山

和
尚
山
雲
海
月
』
三
巻
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
巻
上
に
は
仏
法
の
要
旨
を
説
き
、
臨
済
・
曹
洞
・
潙
仰
・
雲
門
・
法
眼
・
楊
岐
・

黄
竜
な
ど
五
家
七
宗
に
お
け
る
宗
旨
の
特
徴
を
述
べ
、
巻
中
に
は
上
記
の
説
を
敷
衍
し
て
い
る
。
巻
下
に
は
五
位
に
つ
い
て
概
説
し
て
い

る
。
五
位
は
学
人
接
化
の
手
段
と
し
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
洞
上
五
位
の
正
中
偏
・
偏
中
正
・
正
中
来
・
偏
中
至

4

4

4

・
兼
中
到
を
、
峨
山

禅
師
は
独
自
の
宗
教
的
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
改
め
、
正
中
偏
（
平
等
中
の
差
別
）・
偏
中
正
（
差
別
中
の
平
等
）・
正
中
来
（
絶
対
の
真
理
）・

兼
中
至

4

4

4

（
差
別
の
絶
対
）・
兼
中
到
（
絶
対
融
合
）
と
し
て
い
る
。（
傍
点
は
私
に
付
し
た
）

　
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
経
」
に
「
臨
済
の
四
料
簡
・
四
照
用
、
雲
門
の
三
句
、
洞
山
の
三
路
・
五
位
等
を
挙
し
て
、
学
道
の
標
準
と
せ
り
。

先
師
天
童
和
尚
、
よ
の
つ
ね
に
こ
れ
を
わ
ら
ふ
て
い
は
く
、
学
仏
あ
に
か
く
の
ご
と
く
な
ら
ん
や（

（1
（

」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
学
仏
の

立
場
に
あ
る
教
え
で
あ
る
と
し
、
仏
道
の
本
質
を
理
解
し
て
い
な
い
者
が
用
い
る
と
、
却
っ
て
修
行
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
否
定
し
て
い

る
。
ま
た
同
じ
く
「
春
秋
」
に
も
「
い
ま
だ
洞
山
の
学
奥
を
参
究
せ
ず
、
か
つ
て
仏
法
の
道
閫
を
行
李
せ
ざ
る
と
も
が
ら
あ
や
ま
り
て
洞

山
に
偏
正
等
の
五
位
あ
り
て
、
人
を
接
す
と
い
ふ
。
こ
れ
は
胡
説
乱
説
な
り
、
見
聞
す
べ
か
ら
ず
。
た
だ
ま
さ
に
上
祖
の
正
法
眼
蔵
あ
る

こ
と
を
参
究
す
べ
し（

（1
（

。」
と
あ
り
、
仏
祖
道
の
真
実
義
を
行
履
し
て
い
な
い
者
が
説
化
す
る
と
誤
っ
た
説
に
な
る
の
で
、
仏
法
の
真
髄
を

参
究
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

瑩
山
禅
師
も
『
洞
谷
記
』
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
五
月
二
十
日
条
に
「
鎮
西
の
智
侍
者
、
遠
く
風
を
訪
い
来
る
。
曹
山
の
重
徧
（
編
）

、
五

位
君
臣
二
冊
。
投
子
青
語
一
冊
。
真
歇
了
語
一
冊
を
将
来
し
て
云
く
、
重
徧
（
編
）
は
大
宋
国
に
も
未
だ
流
布
せ
ず
。
況
や
日
本
に
始
め
て
こ
れ

を
み
る
。
大
い
に
秘
蔵
す
べ
し
。
其
の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
見
さ
し
む
べ
か
ら
ず
。
家
の
重
宝
と
為
す
。
投
子
語
、
真
歇
語
は
印
板
に
開
き
、
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流
布
す
べ
し（

（1
（

 

」（
原
漢
文
）
と
あ
る
が
、
著
書
な
ど
に
は
五
位
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
道
元
禅
師
が
否
定
し
、
瑩
山
禅
師
も
触
れ
て
い
な
い
五
位
で
あ
る
が
、
瑩
山
門
下
で
は
時
代
に
相
応
す
る
学
人
接
化
の
手

段
と
し
て
、
雲
門
三
句
、
臨
済
四
料
簡
に
対
応
し
て
、
五
位
教
説
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
太
源
宗
真
（
？
―
一
三
七
一
）
の

示
衆
語
に「
洞
上
之
宗
乗
。
以
二
五
位
一
究
二
事
理
一
。
以
二
君
臣
一
分
二
上
下
一
。
雖
二
然
恁
麼
一
。
無
二
回
互
転
変
之
機
一
。
則
郤
失
二
乃
祖
之
旨
一
。

當
二
須
位
中
弁
レ
位
。
言
中
遣
レ
言
。
而
有
二
相
応
之
分
一
。
不
レ
見
レ
道
。
莫
レ
守
二
寒
巌
異
艸
青
一
。
坐
二―
郤
白
雲
一
宗
不
レ
妙（

（1
（

」
と
あ
る
。
当

時
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
基
本
的
宗
旨
は
、
唐
の
洞
山
良
价
・
曹
山
本
寂
が
唱
導
し
た
偏
正
五
位
や
君
臣
五
位
の
思
想
だ
っ
た
。『
峨
山
和

尚
法
語
』
に
も
、
正
中
偏
・
偏
中
正
・
正
中
来
・
兼
中
至
・
兼
中
到
を
掲
げ
、
扇
を
例
に
と
り
、
平
易
に
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
山

雲
海
月
』
に
「
一
箇
半
箇
な
り
と
も
山
林
樹
下
に
坐
断
し
、
貧
道
は
こ
れ
を
正
道
な
り
と
会
し
て
、
内
外
相
応
せ
ば
、
決
定
し
て
仏
法
の

霊
験
あ
る
べ
し（

（1
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
徹
底
し
て
坐
る
こ
と
が
正
道
で
あ
る
と
坐
禅
修
行
を
重
視
し
て
お
り
、
ま
た
尾
に
「
こ
れ
便
ち
山
老

が
遺
言
遺
教
の
普
説
な
り（

（1
（

」
と
あ
る
か
ら
、
五
位
は
飽
く
ま
で
も
宗
旨
の
極
則
極
位
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
（
３
）
外
護
者
と
寺
領
の
発
展

　

峨
山
禅
師
は
諸
岡
寺
定
賢
や
長
谷
部
氏
（
長
氏
）
を
は
じ
め
と
す
る
在
地
の
有
力
武
士
階
級
な
ど
か
ら
、
大
般
若
并
五
部
大
乗
経
供
、

聖
天
供
な
ど
の
仏
事
、
あ
る
い
は
諸
願
成
就
、
子
孫
繁
昌
、
息
災
延
命
、
後
生
菩
提
、
月
忌
な
ど
の
た
め
、
数
多
く
の
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、

ま
た
安
堵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
二
章
（
５
）
總
持
寺
住
持
の
項
で
触
れ
た
、
永
光
寺
山
内
の
塔
頭
大
雄
庵
に
対
す
る
田
地
寄
進
と

と
も
に
、峨
山
禅
師
の
積
極
的
な
教
化
活
動
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
い
ま
宝
物
殿
（
宝
蔵
館
）
に
現
存
す
る
寺
領
寄
進
状
（
峨

山
禅
師
の
塔
頭
法
光
院
お
よ
び
永
光
寺
山
内
の
塔
頭
大
雄
庵
も
含
む
）
の
件
名
、
年
月
、
段
別
、
お
よ
び
目
的
な
ど
を
掲
げ
て
み
る
と
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
ａ
）
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
十
一
月
十
六
日
、
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櫛
比
庄
預
所
鴨
某
田
地
寄
進
状

　
　

  
諸
岡
寺
大
般
若
経
并
五
部
大
乗
経
供
料
田　

一
段
二
（
二
は
一
段
の
十
分
の
二
、
以
下
同
じ
）

　
　

  
現
世
安
穏
・
後
生
菩
提（

（2
（

 

（
ｂ
）
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
二
月
十
三
日
、

　
　

  

定
賢
田
畠
施
入
状　

坪
数
不
明

　
　

  

目
的
不
明（

（2
（

 

（
ｃ
）
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
十
月
十
五
日
、

　
　
　
　

惣
持
寺
雑
掌
禅
勝
申
状
并
能
登
国
外
題
安
堵
国
宣（

（2
（

 

（
ｄ
）
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
十
二
月　

日
、

　
　

  

領
家
某
田
地
寄
進
状

　
　

  

諸
岡
寺
大
般
若
田
事　

一
段

　
　

  

聖
朝
安
穏
・
天
長
地
久
、
本
家
・
領
家
御
願
成
就（

（2
（

 

（
ｅ
）
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
十
一
月
二
十
日
、

　
　

  

地
頭
幸
蓮
田
地
寄
進
状

　
　

  

櫛
比
庄
内
二
个
村
聖
天
社
御
供
田
事　

百
刈
（
一
段
）

　
　
　

 

天
長
地
久
・
御
願
円
満
、
太
（
後
醍
醐
）上

天
皇
御
願
皆
満
足
、
中
院
良（
定
平
）定

諸
願
成
就
、
幸
蓮
子
孫
繁
昌
、
息
災
延
命
・
心
中
諸
願
成
就（

（2
（

 

（
ｆ
）
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
三
月
十
日

　
　

  

聖
天
御
供
米斤
田
坪
付
事　

伍

　
　

  

新
寄
進
御
供
米斤
田
坪
付（

（2
（
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（
ｇ
）
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
正
月
十
四
日

　
　

  

能
登
守
護
吉
見
頼
隆
書
下

　
　

  
諸
岡
寺
領
已
下
事
（
寺
領
安
堵（

（2
（

） 

（
ｈ
）
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
閏
四
月
十
六
日

　
　

  

櫛
比
庄
領
家
中
院
某
田
地
寄
進
状

　
　

  

諸
岡
寺
寺
田
事　

六

　
　

  

御
祈
祷
之
忠
懃
（
祈
祷
所（

（2
（

） 

（
ｉ
）
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正
月
十
一
日

　
　

  

中
院
定
平
書
下

　
　

  

櫛
比
御
厨
内
惣
持
寺
敷
地
安
堵（

（2
（

 

（
ｊ
）
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
八
月
廿
五
日

　
　

  

地
頭
藤
原
よ
り
た
だ
田
地
寄
進
状
案

　
　

  

富
来
院
鮎
上
村
地
頭
職
内
田
地
事　

坪
数
不
明

　
　

  

後
生
菩
提（

（2
（

 

（
Ｋ
）
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
十
一
月
四
日

　
　

  

長
（
長
谷
部
）
信
氏
田
地
寄
進
状

　
　

  

櫛
比
庄
内
保
村
田
地
事　

一
段
四

　
　

  

信
氏
月
忌（

（3
（

 

（
ｌ
）
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
十
二
月
廿
五
日
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長
秀
連
田
地
避
文　
（
法
光
院
）

　
　

  
櫛
比
庄
内
保
村
堀
腰
宮
前
田　

百
刈

　
　

  
尼
こ
ゆ
ふ
菩
提（

（3
（

（
ｍ
）
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
三
月
八
日

　
　

  

尼
し
ゆ
一
田
地
寄
進
状　
（
法
光
院
）

　
　

  

高
畠
小こ
く
ぬ
き柴

村
知
行
田　

一
段

　
　

  

後
生
菩
提（

（3
（

 

（
ｎ
）
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
五
月
十
五
日

　
　

  

尼
り
や
う
こ
寄
進
状　
（
法
光
院
）

　
　

  

高
畠
小
柴
村
田
事　

百
刈

　
　

  

後
生
菩
提（

（3
（

 

　

以
上
十
四
件
の
寄
進
状
・
安
堵
状
な
ど
が
あ
る
が
、
尾
部
の
（
ｌ
）（
ｍ
）（
ｎ
）
は
峨
山
禅
師
の
塔
頭
法
光
院
に
寄
進
し
た
も
の
で
、

（
ｍ
）（
ｎ
）
の
「
尼
し
ゆ
一
」
お
よ
び
そ
の
女
「
尼
り
よ
う
こ
」
は
、高
畠
小
柴
地
頭
職
得
田
氏
の
一
族
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
（
ｅ
）
の
「
地

頭
幸
蓮
田
地
寄
進
状
」
は
「
右
志
趣
は
天
長
地
久
・
御
願
円
満
の
た
め
、
殊
に
太
上
天
皇
御
願
皆
満
足
、
兼
ね
て
又
、
今
度
の
合
戦
大
将

軍
中
院
中
将
良
定
朝
臣
の
所
願
成
就
、な
ら
び
に
願
主
幸
蓮
の
子
孫
繁
昌
・
息
災
延
命
・
心
中
諸
願
成
就
の
故
な
り
。
仍
て
永
代
寄
進
の
状
、

件
の
如
し（

（3
（

」（
原
漢
文
）と
あ
る
よ
う
に
、そ
の
本
意
は
太
上
天
皇
＝
後
醍
醐
天
皇
の
御
願
が
皆
満
足
し
、ま
た
今
度
の
元
弘
の
乱
に
お
い
て
、

能
登
の
国
の
大
将
軍
で
あ
り
、
能
登
国
司
と
な
っ
た
中
院
良
定
（
定
平
）
の
諸
願
成
就
、
さ
ら
に
は
幸
蓮
の
子
孫
繁
昌
・
息
災
延
命
・
心

中
諸
願
成
就
の
故
、
永
代
寄
進
す
る
と
あ
る
。

　

当
時
能
登
地
方
は
、
南
朝
と
北
朝
の
勢
力
が
入
り
乱
れ
、
混
迷
対
峠
す
る
状
況
に
あ
っ
た
が
、
本
文
書
は
能
登
国
若
部
保
（
石
川
県
羽
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咋
市
）
地
頭
職
を
、永
光
寺
領
と
す
る
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
（
永
光
寺
文
書
）
と
と
も
に
、南
朝
と
の
強
い
関
係
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

若
部
保
に
つ
い
て
は
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
七
月
の
「
惣
田
畠
并
坪
付
目
録
帳
之
事
」
に
は
「
定
田
数
壱
万
八
千
七
百
九
十
三
束
苅

之
内
国
衙
御
給
・
堂
田
・
宮
田
在
之　

納
分
米
壱
百
六
十
石
八
斗
五
升
二
合
…
…（

（3
（

」
と
あ
る
。

　

な
お
峨
山
禅
師
の
塔
頭
法
光
院
に
つ
い
て
は
、
前
に
触
れ
た
長
秀
連
、
尼
し
ゆ
一
・
り
や
う
こ
の
田
地
寄
進
の
外
、

①
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
四
月
廿
日
、

　

長
宗
悟
田
地
寄
進
状
案
（
坪
付
不
明（

（3
（

）　

②
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
二
月
九
日

　

長
氏
信
田
地
寄
進
状　

五
段（

（3
（

 　

③
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
七
月
廿
五
日

　

長
正
連
田
地
一
段
を
三
貫
五
百
文
で
法
光
院
に
売
却
す（

（3
（

 

④
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
七
月
廿
五
日

　

長
正
連
田
地
寄
進
状　

二
段（

（3
（

 

⑤
永
和
五
年
（
一
三
七
九
）
二
月
九
日

　

長
宗
悟
田
地
寄
進
状　

三
百
二
十
刈
（
鑓
河
山
年
貢
一
貫
百
五
十
文（

（4
（

）（
法
光
院
）　

⑥
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
三
月
二
日

　

僧
宗
義
田
畠
寄
進
状　

三
百
四
十
刈
、
畠
・
屋
敷（

（4
（

 （
法
光
院
）

⑦
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
十
月　

日

　

通
幻
寂
霊
、
惣
持
寺
新
寄
進
田
地
目
録

　

法
光
院
内
保
村
田
地　

千
百
六
十
苅
＝
一
町
一
反
六
十
苅
、
定
年
貢
銭
二
十
五
貫
、
米
六
斗（

（4
（
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⑧
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）

　

正
法
年
譜
住
山
記　

二
百
苅　

正
法
寺
三
代
道
叟
道
愛
月
忌
粥
料（

（4
（

 

　

な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
八
月
十
五
日
の
「
總
持
寺
門
徒
連
署
規
式
写（

（4
（

」
に
は
、法
光
院
の
入
牌
の
あ
り
方
、住
持
交
替
時
の
心
得
、

寺
中
の
修
理
の
合
力
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
関
係
史
料
が
な
く
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
五
月
二
十
五
日
の
「
五
院
并
塔

頭
中
由
緒
并
五
院
什
物
目
録
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
間
の
度
重
な
る
火
災
で
焼
失
し
、
そ
の
後
再
興
さ
れ
な

か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。『
嶽
山
史
論
』
は
何
時
の
頃
よ
り
か
疾
く
に
伝
燈
院
に
併
合
し
て
廃
絶
し
た（

（4
（

と
あ
る
。
今
後
究
明
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
前
に
十
四
件
の
寺
領
寄
進
状
を
掲
げ
た
が
、
参
考
ま
で
に
、
峨
山
禅
師
示
寂
後
の
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
十
二
月
五
日
、

宗（
太
源
）真
・
純（
無
際
）証
・
如（
太
山
）元
が
連
署
し
た
「
惣
持
寺
常
住
文
書
目
録
」
が
あ
る
。
あ
る
い
は
掲
げ
て
い
な
い
も
の
や
、
件
名
が
異
な
っ
て
い
る
も

の
な
ど
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
示
す
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

惣
持
寺
常
住
文
書
目
録

一
、
定
賢
律
師
当
寺
開
山
和
尚
請
状

一
、
中
院
殿
当
寺
田
地
安
堵
宣
旨
状
二
通
内
一
通
国
宣

一
、
定
賢
律
師
峩
山
和
尚
当
寺
施
入
状
一
通

一
、
中
院
右
衛
門
督
制
札
状
一
通

一
、
当
寺
敷
地
四
至
分
限
之
状
一
通

一
、
領
家
寄
進
状
一
通　
元
弘
三
年
状

一
、
中
院
家
寄
進
状
一
通　
暦
応
四
年
状
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一
、
吉
野
大
蔵
大
輔
殿
制
札
状
一
通

一
、
仁
王
講
田
寄
進
状
一
通

一
、
法
幢
院
寄
進
状
一
通

一〻
、
今〻
〻

〻

〻

〻

〻

〻

次
寄
進
状
一
通　
　

一〻
、
定〻
〻

〻
燈
庵

此〻
〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

状
在
無
端
和
尚
之
所

寄〻
〻

〻

〻

〻

進
状
五
通

一
、○

薩
摩
阿
闍
梨
定
賢
律
師
譲
状
一
通

一
、
長
徳
寺
寄
進
状
二
通　

櫛
比
将
監
殿
寄
進
一
通

一
、
鮎
上
寄
進
状
并
山
号
・
寺
号

一〻
、○

越〻
〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

後
常
興
寺
文
書
七
通　

此〻
〻

〻

〻

状
皆
被
○下

越〻
〻

〻

〻

〻

〻

州
常
興
寺
了

　
　
　

貞
治
五
年
丙午
十
二
月
五
日　
　

如
〻元

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
純
証
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宗
真
（
花
押（

（4
（

） 

　

ま
た
前
に
も
触
れ
た
が
、
永
光
寺
内
に
あ
る
塔
頭
大
雄
庵
に
も
田
地
寄
進
が
あ
る
の
で
掲
げ
て
み
る
。

①
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
十
月
廿
六
日

　

尼
祖
一
田
地
寄
進
状
案

　

の
と
の
く
に
み
な
と
の
ほ
う
き
た
方
の
内
ま
つ
さ
き
た
の
事

　

四
段
弐

　

祖
一
こ
し
や
う
ほ
た
い（

（4
（

 　

②
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
十
月
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惣
持
寺
新
寄
進
田
地
目
録

　

大（
永
光
寺
内
）

雄
菴
田

（
鹿
島
郡
）

地

四
百
三
十
苅　

羽
咋
北（
湊
保
）方
松
崎

一
所
百
苅
、
神
主
つ
く
り
、　　
　
　

一
所
二
百
苅
、
源
平
次
作
、　　
　
　

一
所
百
苅
、
松
崎
衛
門
こ
け
作
、　　

一
所
三
十
か
り
、
こ
わ
う
た
の
源　

七
さ
こ
作
、
屋
敷
一
所
、
五
郎
太
郎
、 　

三
百
苅　
　
　

羽
咋
北
方
石
町

二
百
苅　
　
　

羽
咋
北
方
吉
崎

四
段
三
反
在
所
、
小
か
い
の
く
も
ん
し
よ
の
ま
ゑ
の
う
と
く
、

一
反
在
所
、
よ
し
さ
き
の
す
け
入
道
か
後
に
あ
り
、
鏡
田
、

二
百
二
十
苅　
在
所
松
崎
、
藤
三
郎
作
、

二
百
苅　
一
所
百
三
十
苅
、
仁
六
作
、　　
　
　
　

一
所
七
十
苅
、
は
し
つ
め
の
あ
ミ
た
ふ
、

　
　
　

 　

已
上
、
壱
町
七
段
五
十
苅
、
屋
敷
一
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂（
通
幻
）霊

（
花
押（

（4
（

） 

③
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
十
月

惣
持
寺
常
住
文
書
目
録

一
、
大
雄
菴
文
書　
　
　

七
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
持
寂
霊
（
花
押（

（4
（

） 

④
年
月
未
詳

永
光
寺
大
雄
庵
等
田
地
目
録

　
　　

峨（
韶
碩
）山

和
尚
塔
頭
大（
永
光
寺
内
）

雄
庵
田

（
鹿
島
郡
）

地

一
、二
百
苅
在
所
吉（羽
咋
郡
湊
保
）

崎
、
六
郎
作
、　
　
　
　

  

藤
原
家（
三
階
カ
）

用
寄
進
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一
、三
百
苅
在
所
石（同
郡
同
所
）

町
、
衛
門
次
郎
作
、　
　
　

沙
弥
了
性
寄
進

一
、三
百
苅
在
所
石
町
、　
　
　
　
　
　
　

仝
前
、

一
、百
苅　
在
所
湊
保
南
方
内
友
松
名
内

梅
町
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須

广
賀

美□
〔
　
カ
〕

次
郎
平
兼
隆
在
判

一
、四
百
三
十
苅
在
所
在
本
文
書
、　
　
　

   

比
丘
尼
性浄韶
　
無
底
良
韶
母
）

韶・
寄

、進

（
三
階
池
崎
後
家
　
無
蔵

一
、二
百
二
十
苅
在
所
松（湊
保
）
崎
、
藤
三
郎
作
、　

    

同
前
、

一
、二
百
苅
在
所
在
本
文
書
、　
　
　
　
　
　

仝
、

一
、四
反　
在
所
在
本
文
書
、　
　
　
　
　
　

比
丘
尼
本
韶
寄
進

一
、一
反　
在
所
在
本
文
書
、　
　
　
　
　
　

仝
前（

（5
（

、 

　

最
後
に
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
峨
山
禅
師
の
積
極
的
な
民
衆
教
化
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
長
谷
部
氏
（
長
氏
）
一
族
な
ど
在
地
の
有

力
武
士
階
級
か
ら
、
多
く
の
田
地
を
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
女
人
救
済
に
つ
い
て
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
端
が
諸
記
録
に
あ

る
の
で
紹
介
し
て
み
る
。

（
１
）
田
地
寄
進

　
　
　

  

法
光
院　

し
ゆ
一
・
り
や
う
こ
・
見
祐
・
せ
ん
し
ん
（
遺
言
）
尼

　
　
　

  

大
雄
庵　

祖
一
尼
・
性
韶
・
本
韶

（
２
）
峨
山
和
尚
示
寂
祭
文　

如
一
・
禅
信
・
本
韶
比
丘
尼

（
３
）
峨
山
韶
碩
遺
物
配
分
状　

本
韶
・
妙
準
・
源
殊
・
祖
一
比
丘
尼

（
４
）
峨
山
和
尚
之
法
嗣
帳
（
正
法
寺
）
妙
準
・
源
琳
・
了
禅
・
永
松
比
丘
尼

（
５
）
峨
山
法
嗣
目
録　

無
像
本
韶
・
安
準
・
智
源
（
峩
山
妹
）・
源
了
永
松
比
丘
尼

（
６
）
そ
の
他　

こ
ゆ
ふ
尼
、
空
証
、
明
意
比
丘
尼
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二
・
三
重
複
し
て
い
る
が
、
二
十
名
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
出
家
者
で
あ
る
か
ら
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
在
家
者

は
沢
山
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
従
来
瑩
山
禅
師
に
お
け
る
女
人
救
済
に
つ
い
て
は
、
前
に
触
れ
た
よ
う
に
立
願
と
あ
わ
せ
論
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
峨
山
禅
師
も
四
十
二
年
に
わ
た
る
總
持
寺
住
持
と
し
て
女
人
救
済
に
努
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

注
記（

１
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
二
五
下
以
下
参
照
。

（
２
）『
加
能
史
料
』
南
北
朝
Ⅱ
二
五
六
頁
参
照
。

（
３
）
同
右
二
五
七
頁
参
照
。

（
４
）『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
二
・
四
二
四
上
参
照
。

（
５
）『
加
能
史
料
』
南
北
朝
Ⅱ
二
八
九
頁
参
照
。

（
６
）『
蔭
凉
軒
日
録
』
一
七
七
下
以
下
参
照
。

（
７
）『
法
然
上
人
絵
伝
』

（
８
）『
歎
異
抄
』（
岩
波
文
庫
本
）
四
三
頁
参
照
。

（
９
）『
親
鸞
聖
人
全
集
』
言
行
篇
―
一
四
四
下
参
照
。

（
10
）『
一
遍
上
人
語
録
』

（
11
）『
一
遍
上
人
絵
伝
』
第
十
一
巻
第
四
段
参
照
。

（
12
）『
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
三　

二
六
下
参
照
。

（
13
）『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
二
・
四
二
四
上
参
照
。

（
14
）『
岩
波
文
庫
本
』
中
二
六
〇
頁
以
下
参
照
。

（
15
）
同
右
三
八
二
頁
参
照
。

（
16
）『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
五
二
四
下
参
照
。

（
17
）『
本
朝
高
僧
伝
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
二
・
四
三
九
上
）
参
照
。
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（
18
）『
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
一　

四
八
上
参
照
。

（
19
）
同
右
六
三
上
参
照
。

（
20
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
六
九
上
参
照
。

（
21
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
一
七
上
参
照
。

（
22
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
七
〇
下
参
照
。

（
23
）
同
右
一
七
一
上
参
照
。

（
24
）
同
右
参
照
。

（
25
）
同
右
一
七
一
下
参
照
。

（
26
）
同
右
参
照
。

（
27
）
同
右
一
七
二
上
参
照
。

（
28
）
同
右
参
照
。

（
29
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
一
八
下
参
照
。

（
30
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
七
二
下
参
照
。

（
31
）
同
右
一
七
三
下
参
照
。

（
32
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
二
〇
上
参
照
。

（
33
）
同
右
二
一
上
参
照
。

（
34
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
七
一
上
参
照
。

（
35
）『
加
能
史
料
』
室
町
Ⅲ
二
四
三
頁
参
照
。

（
36
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
七
七
下
参
照
。

（
37
）
同
右
一
七
九
下
参
照
。

（
38
）
同
右
一
八
〇
上
参
照
。

（
39
）
同
右
参
照
。

（
40
）
同
右
一
八
二
下
参
照
。

（
41
）
同
右
一
八
四
下
参
照
。
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（
42
）
同
右
一
八
八
下
参
照
。

（
43
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
三
七
下
参
照
。

（
44
）
同
右
四
三
上
以
下
参
照
。

（
45
）『
嶽
山
史
論
』

（
46
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
七
四
下
以
下
参
照
。

（
47
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
二
九
下
参
照
。

（
48
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
１
考
古
・
古
代
・
中
世
一
八
八
下
以
下
参
照
。

（
49
）
同
右
一
八
八
上
参
照
。

（
50
）
同
右
一
八
九
上
参
照
。


